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宮
城
朝
陽
同
窓
会

日
　
時
　
平
成
五
年

一
月
二
十
五
日
（
月
）

△
一
　
場
　
中
国
飯
店

『龍
鳳
苑
』

出
席
者

（敬
称
略
）

小
松
　
茂
人
（
旧
師
）
　

島
内
　
武
文
（
３
回
）

本
欄

■
正
樹
＾
１３
個
Ｙ
●

・松
元
　
一利
暢
（
１‐４
回
Ｙ

萩
原
　
大
麓
（
１８
回
）
　

佐
藤
　
敦
久
（
２０
回
）

高
橋
　
由
巳
（新
１
回
）

岩
井
　
鐵
也
（新
４
回
）

田
上
　
八
朗
（新
１０
回
）

宮
野
壮
太
郎
（新
Ｈ
回
）

直
江
　
真

一
（新
２２
回
）

山
本
恵
美
子
（新
３２
回
）

大
泉
　
　
潤
（新
３４
回
）

野
口
　
　
彰
（新
３７
回
）

小
松
　
偉
二
（新
３８
回
）

仲
村
　
一元
正
（新
３８
回
）

太
圏
　
啓
文
（新
３９
回
）

吉
圏
　
　
元
（新
３９
回
）

日
向
野
　
格
（新
４０
回
）

室
橋
　
俊

一
（新
４２
回
）

暖
冬
の
大
寒
の
夜
、　
一
年
に

一
回
の
懐
か
し
い

顔
が
、
定
刻
に
は
ほ
と
ん
ど
集
ま
り
、
岩
井
幹
事

（東
北
電
力
理
事
）
の
司
会
の
も
と
、
皇
太
子
殿
下

ご
婚
約
の
お
靡
出
た
い
お
話
を
交
じ
え
て
の
佐
藤

教
久
会
疑

一東
北
大
学
名
誉
教
授

・
八
戸
工
大
教

授
）
の
挨
拶
の
あ
と
、
高
橋
由
巳
副
会
長

（東
北

電
力
常
務
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
杯
を
あ
げ
、
宴
に

入
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
‐

林
健
太
郎
同
窓
会
会
長
の
宮
城
朝
陽
会
の
発
展

を
祈
る
祝
電
披
露
が
あ
り
、
し
ば
し
拍
手
。
続
い

て
旧
師
小
松
茂
人
先
生
よ
り
ご
挨
拶
、
九
四
歳
の

出
発
点
が
大
中
で
あ
り
、
阿
部
校
長
と
の
出
会
い

が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
お
話
を
戴
き
、
ま
た
島

　

ま
す
ｏ

内
武
文
名
誉
会
長

（東
北
大
学
名
誉
教
授
）
に
は

在
校
中
の
新
宿
周
辺
の
お
話
な
ど
を
戴
き
、
自
髪

組
は
昔
を
懐
か
し
み
、
若
い
グ
ル
ー
プ
は
興
味
深

く
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
ｏ
そ
の
あ
と
テ
ー
ブ

ル
順
に
恒
例
の
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
六
中
新
宿
高

時
代
の
思
い
出
話
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
等
を
ま
じ
え
て

話
を
し
て
戴
き
ま
し
た
ｏ
は
じ
め
て
出
席
さ
れ
た

吉
田
元
氏
は
東
京
の
大
学
を
出
て
い
ユ
ア
テ
ッ
ク

（旧
東
北
電
気
工
事
）
に
入
社
。
ま
た
直
江
真

一

氏
は
四
月
よ
り
九
州
大
学
に
転
勤
さ
れ
る
由
。
い

つ
も
後
が
ら
飲
む
程
に
酔
ヶ
程
に
楽
し
さ
が
盛
り

ぁ
が
り
賑
や
か
な

一
夜
を
過
ご
し
ヽ
記
念
写
真
を

撮
り
、
六
中
健
児
の
歌
を
声
高
い
か
に
合
鳴
し
て

靭
≒
鮮
韓
づ
電
』群
肝
麟

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
社
長
、
■
田
元
氏
（新
３９

回
）
脚
ユ
ア
テ
ッ
ク
、
青
木
力
彦
・
斉
藤
智
宏
言

（新
４３
回
）
東
北
大
学
工
学
部
学
生
、
今
野
寛
慈

君

（新
４３
回
）
東
北
工
業
大
学
学
生
。

＊
お
願
い
＊

富
城
県
に
転
動
ま
た
は
入
学
さ
れ
ま
し
た
折
は

是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

宮
城
朝
陽
同
窓
会
会
員
名
簿
を
差
上
げ
ま
す
。

ま
た
来
年
の
新
年
会
の
ご
案
内
も
、
ご
通
知
数
じ


